

































































2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分、マグニチュード 9.0 という日本周辺におけ
る観測史上最大の地震、東日本大震災が発生し、東北地方太平洋沿岸を中心
に各地に壊滅的な被害をもたらしました。2012 年 8 月の統計によると全国
の死者、行方不明者の数は 18716 人にのぼり、岩手県ではその 31％にあた

























学習交流会議が終了した 13 日の午後 1時に、周りの方々に助けられて用








































































内閣府を通じてジョイセフからの支援物資が初めて届いたのは 3月 26 日
でした。その後もたくさんの支援物資が届けられ、受け入れを中止した 5月




























































































事業は、新盆も終わった 8月 22 日にスタートしました。野田村、宮古市、












いているので 1回の代行料は 100 円です。しかし、1回 100 円では自分たち
の暮らしは賄えません。3年後、国からの支援が終わった後、この方たちの
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Ⅱ　実践の展開
経済的自立をどうするかが大きな課題です。そこで、もりおか女性センター
が積み上げてきた「起業」のノウハウを沿岸に持って行って、この女性たち
を起業家として育てることを目的に事業を興すことにしました。3年の間に
しっかり育ってほしいと願っています。彼女たちは、毎日買い物を頼むお客
さんと接していて、彼女たちの生活上の悩みにも接しています。そしてお客
さんのニーズも把握できています。ですから、それが次の仕事づくりにつな
がるのではないかと思います。地域が最も必要としている仕事を作り出せる
のではないかと期待しています。
「復興」という名のもとに、道路や建物などの建設に目が行きがちですが、
私たちは、一人ひとりにとっての「復興」とは何だろうと考えつづけました。
一人ひとりが生きていてよかったと思えるような地域づくりこそが大切では
ないかと考えます。忘れ去られることのない、落ちこぼれることのない住民
の関係づくりが求められていると思います。そのためにこの事業が役に立つ
ことを願っています。
　　　6　災害から学んだこと
東日本大震災発生後のこの 1年半、私たちはいったいどのように過ごし
てきたのかもよく思い出せないほど無我夢中でした。
その中で気づいたことは、日常的に考えたり実践してきたようにしか動け
ないということです。そういう意味でも、日常の男女共同参画センターや女
性センターでの学びが大切になってくるのです。目の前に解決されなければ
ならない問題が発生した時に、その解決のために知恵を出し合って考え、行
動します。そうするとまた新たな問題が発生します。解決のために学習し、
行動します。その繰り返しだったように思います。私たちは、震災後とるも
のもとりあえず、必要とされている物資を運び続け、避難所を回るなかで、
相談の必要性に気づき「女性の心のケアホットライン」を立ち上げました。
仮設住宅での被災者の困難を見て、「買い物代行と安否確認」の必要性を
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感じたのです。それは、阪神淡路大震災を経験した女性たちからの報告を学
んでいたことから気づいて行動したものでした。その学びを女性センターの
職員が共有していたことも大きな力となりました。大変な仕事であったにも
かかわらず、誰ひとり不満を言わず働き続けてくれました。感謝でいっぱい
です。全国の女性たちからの支援も大きな支えとなりました。シスターフッ
ドとはこういうことかと実感しました。
被災地では多くの元気な女性たちに出会い勇気をもらいました。仕事や
家を失って意気消沈して無気力になっている男性たちもいました。お酒や賭
けごとに逃げる姿もありました。男性は瓦礫処理の仕事でお金をもらってい
るのに、女性は無料で避難所の人たちのために食事づくりをし疲れ果ててい
る姿も見ました。性別役割分業がしっかり生きているのです。私たちはいっ
たい何を学んできたのだろう。男女共同参画が浸透していないのです。「こ
こはみな家族なのだから」という美名のもとに、避難所にしきりをつくるこ
とを認めない男性リーダーのもとで、発言を封じられて苦しんでいる女性た
ちにも出会いました。
男女共同参画の理念が、日常生活の隅々まで浸透して初めて、災害に強い、
すべての人の安全と安心が保障される社会となるのだという確信を持ちまし
た。世界一と言われた堤防があっけなく崩壊し、長年かかって築き上げてき
たものが、跡形なく失われてしまった経験から、何が大事なことかをもう一
度考え直すいい機会が生まれているのだと思います。
日本中のたくさんの方からのご支援に感謝し、私たちのこの経験が何か
の役に立つことを願っています。
	 （ひらが・けいこ　特定非営利活動法人参画プランニング・いわて理事長）
